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多くの回転中性子星は glitchと呼ばれる突発的な spin up (δν > 0)を起こす。glitchは δν =10µHzを境目とし
て「大 glitch」「小 glitch」のグループに分かれることが知られている (Fuentes+, arXiv:1710.00952)。Atel#10939
により報告されたCrab pulsarの glitch (δν ∼ 14µHz；日本での観測概要は寺澤他の b講演参照)は、Crab pulsar
として初めて「大 glitch」グループに属するものとなった（従来の最高は 2004年 3月の δν ∼ 6.37µHz)。
従来、glitch現象は中性子星内部に起因する現象と考えられてきたが、最近、glitch前後でのガンマ線・電波放

射の状態遷移が報告されている。例えば、「大 glitch」の後に PSRJ1119-6127では電波パルスのピーク数の変化
や散発的な明るい電波パルスが見られている (Weltevrede+, 2011)。こうした現象は、表面近くや外部磁気圏の
局所的強磁場の変動が磁気圏電流の構造変化を引き起こして放射に影響を与えたものとの解釈がありうる。今回
の Crabの glitchの前後でも、電波パルス波形の変化が報告 (Ootyグループ、Atel#10947)されており、その詳
細を知ることは磁場変化の様相を探る上で重要である。本発表では、Crab pulsarの glitch前にも観測を行ってい
た飯館、鹿島、臼田のデータを用いて glitch前後のパルス波形変化の有無を検証するとともに、結果に対する理
論的考察についても述べる予定である。


